
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

シェーマ（シェーミヤ)

ソロリティ

レクイエム

ロマネスク

ハイティーン

【反転】 　今のあなたは、かつての自分とは別人だ。どうしてそうなる必要があったのか、あなたが求めたのか、誰かが望んだのか。今はわからないけれど、記憶を思い出せば過去の自分を取り戻せるはずだ。あなたがそれを望むのならば。 　大切な姉妹達の心は脆い。あの約束通り、あなたが支えてやらなければ折れてしまうかもしれない。あなたに求められるのは、導く力か、あるいは、抱きとめる力である。

56

煉獄

12
孤独（破棄）

約束

守護者

仮初の希望

最果て（破棄）

約束から呪いへ

願ったのは

いつからここにいたのか、もう覚えていない。少し丈夫な身体を持ってしまったために、幾人もの同室の少女が消えていくのを見てきた。きっとこの先も変わらない。私は一人、置いて行かれるのだと、そう諦めていた。

優しい手が頭を撫でる。でも、その手の持ち主をあなたは忘れてしまった。大切な人だったのに、顔も声も思い出すことができない。たった一つ覚えてるのは、その人との約束。「あなたは強い。あなたが、みんなを護ってあげて」

願いを叶えなくちゃいけない。そう約束したはずだ。いや、違う、そうじゃない。私がお姉さんだから、みんなを引っ張っていく存在だから。みんなに希望を与えるために、一緒に願いを叶えると決意したはずだ。それがいつだったのか、もう覚えていないけれど。それがあなたの役目なんだ。もう二度と、掴んだこの手を離すつもりはない。私達三人で、今度こそ……。

「今日はこれで終わりかな？」 「流れ星って、外に行けば見れると思う？」 両脇に座った少女達が口々にそう言ってあなたの手に触れる。この砂を噛むような味気の無い生活の中で、二人との時間だけが有意義な物に感じられた。きっと二人も同じことを感じてくれているのだろうか。 　でも、それもいつ潰えてしまうかわからない。いつ彼女達が壊れてしまうのか、目を覚ます度に、もういないのではないかと不安になる。だからあなたは彼女達に言った。  「みんなで一緒に、流れ星を見に行こう」  　彼女達のためだと、自分に言い聞かせた提案を、心の何処かで偽善だとあなたは感じていた。

どんよりとした鈍色の空が広がっている。 右を見ても、左を見ても、誰もいない。 ここにはあなたしかいない。 みんなで、と、約束したはずなのに。 誰一人守れなかった。 何一つ守れなかった。 何も。何もない。 たった一人、残されたあなた以外には何も。 「願いを、叶えなきゃ」 そう言ってあなたは今出たばかりの扉へ踵を返す。 自動扉の砕けたガラスがあなたの姿を映した。 そこに写ったあなたの姿は…。

手が頭に触れる。優しく梳くように、彼女の黒髪を撫でた。あなたを慕ってくれる大切な人。それなのに、あなたは。 「あなたは強い。あなたが、みんなを護ってあげて」 そう言って、彼女に呪いをかけた。いなくなってしまう自分に、いつまでも憧れていてほしくて。  「私が護るよ。みんなも、お姉ちゃんのことも」 　真っすぐあなたを見つめ返す顔が、あどけない笑みを浮かべる。あの時あなたは、どんな表情をしていたのだろうか。

そっと、彼女の手が私の頬に触れる。会いたかった、話したかった。ずっと探し求めていた。 こつん、と二人の額がぶつかって、心の中の焦りが、怒りが、消えていく。同時に、自分が何をしたのかが、はっきりとわかった。わかってしまった。 「姉さん…ごめん、なさい、違うの…私、お姉ちゃんみたいに、なりたくて…みんなを護る存在に、なりたくて…」 「でもね、ダメだった。私には、誰も救えなかった」  ぱちっと頭に電気が走った。思考が歪む。誰かに、頭の中をかき混ぜられる様な感覚。  「流れ星に願えば、きっと奇跡も叶うよね……？」  私の中にお姉ちゃんが入ってくる。お姉ちゃんと、私の心が繋がって、書き換わっていく。 私が求めたのは、こんな結末では、なかったはずなのに。
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内緒話:バトルパート開始時と終了時、任意の姉妹一体(自身除く)選びお互いに対話判定を行ってもよい

対サヴァント、対象は現在行動値が4減少する。

射撃攻撃マニューバの攻撃判定において出目+1していい

バトルパートで射撃攻撃マニューバの攻撃出目−1コスト−1

妨害2　その後同対象に射撃攻撃1

対象の損傷したパーツ1つを選ぶ。対象はターン終了までそのパーツのマニューバを使用してよい（ただし使用済み・重複不可などは戻らない）。

レベル3改造パーツを追加で1つ獲得する。 このパーツは強化値に縛られず、修復することも可能である。

最大行動値+1

支援2 射撃・砲撃のみ

最大行動値+1

最大行動値+2

最大行動値+1

肉弾1

射撃攻撃1+爆発　攻撃判定出目+1

支援2or妨害2

肉弾1

支援1

移動1

射撃攻撃1+爆発＋全体攻撃

同ターン内の次カウントで使うマニューバ1つのコスト-1(最低0)

なし

なし

最大行動値₊1

移動1

移動1

妨害1
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